
 

令和６年度 事業計画 

＜基本方針＞ 

日本で「少子化」という言葉が使われ始めてから、すでに 30 年が経過しました。

その間も高齢化は進行し、2007 年（平成 19 年）に日本は超高齢社会に突入してい

ます。この超少子高齢化をはじめとした地域社会を取り巻く環境の変化により、福

祉ニーズは多様化・複雑化しており、近年では新型感染症の流行や頻発する自然災

害も相まって、住み慣れた地域で安心して自分らしい生活を送ることが難しいと感

じる機会が多くなってきました。 

このような背景のもと、国は「地域共生社会の構築」を次の時代の大きな目標に

設定しました。地域共生社会は、専門職だけで実現するものではなく、地域住民や

ボランティア団体、ＮＰＯ、地域の商店や学校、ご近所など、地域で生活するすべ

ての人と人が関わり、人と人がつながることでつくられていきます。令和 3 年度に

本会が策定した「第 4 次つくば市地域福祉活動計画」も地域共生社会の実現を目指

した計画であり、この計画に基づき、本会では各種事業を展開すると同時に、人と

人とのつながりづくりを進めてきました。 

昨年度は、新型感染症が一つの区切りを迎え、さまざまな地域行事が再開されま

した。また、新型感染症により、それまで当たり前だった対面での活動や交流が制

限され、顔と顔を合わせることによって生まれるつながりの重要性が改めて認識さ

れました。これらのことを踏まえ、本会では、地域の人々が住み慣れたまちで安心

して生活することのできる「福祉のまちづくり」という社協の原点に今一度立ち返

り、住民同士がつながることのできるきっかけづくりを精力的に進めてまいります。 

この他にも、認知症高齢者や知的障害者、精神障害者などの判断能力が十分でな

い方の権利擁護支援を行う「つくば成年後見センター」や、生活困窮者の自立に向

けた相談機関となる「生活・自立サポートセンター」など、住民のニーズに合わせ

た専門窓口が本会には数多く設けられています。これらの各部門が連携し、地域住

民に向けた包括的な支援を行うことにより、さらなる住民福祉の向上に努めてまい

ります。 

令和 6 年度も引き続き、地域共生社会の実現に向け地域住民や関係各機関と連携・

協力しながら、各部門における取り組みを重層的かつ効果的に組織全体で推進して

まいります。 
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令和６年度事業計画 
 

社会福祉事業                        

 

１ 法人運営事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 法人運営事業  つくば市補助事業（一部） 

ア 理事会・評議員会の開催 

理事会は、意思決定機関として、業務執

行の決定、理事の職務執行の監督等を行

う。評議員会は、議決機関として法人運営

の基本ルール・体制の決定と、事後的な監

督を行う。 

イ 監査の実施・情報公開 

事業の健全経営や透明性を図るため、

監事による監査を実施する。全国一律書

式による電子開示システムにより、法人

の役員体制、財政状況を公表する。 

ウ 評議員選任･解任委員会の開催 

本会の評議員の選任及び解任を行うた

めの機関として設置し、審議する。 

エ 遺贈金活用委員会の開催 

皆川重兵衛福祉基金の活用について、

故人の遺志に沿った適切な活用方策につ

いて審議する。 

オ つくば市区会連合会への業務委託 

社協会費や共同募金の募集、広報紙等

を区会加入世帯へ配布するにあたり、業

務を委託する。 

3,957千円 

(4,016千円) 

(2) 管理運営事業 財務管理、労務管理など社協組織の適正な

経営管理を行う。また、コスト意識の徹底と効

率的な事業推進を図るとともに、研修等への

参加を通じて職員の資質向上を図っていく。 

136,172千円 

(149,450千円) 

(3) 寄付配分事業 市民から寄せられる寄付金品等の有効かつ

適正な運用を図る。 

ホームページからのオンライン決済を活用

した寄付の受け入れも引き続き実施する。 

1,803千円 

(1,303千円) 
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事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(4) 企画広報事業 ア 広報紙の発行 

地域福祉に関する普及・啓発をするた

めに、「社協通信つくば」を発行し、情報

提供を行う。生活支援体制整備事業にお

ける情報紙「ささえあい・つくば」と共同

発行する。 

(ｱ) 年4回発行（1回 52,500部発行） 

(ｲ) 市区会連合会と委託契約を締結し、区

会加入世帯へ全戸配布を行う。 

(ｳ) 視覚障害者の希望者へ音訳（朗読）版、

点字版の提供 

イ ホームページによる情報提供 

ホームページや Facebook（フェイスブ

ック）により最新情報を迅速に、かつ多様

な市民に情報提供を行う。 

ウ マスコットキャラクターの活用 

本会マスコットキャラクター「つくち

ゃん」を活用し、本会のＰＲを行う。 

➢ ノベルティグッズを作成し配布 

エ 第 4次地域福祉活動計画の推進 

オ 第 14回つくば市社協会長顕彰式の開催 

社会福祉事業功労者等に対して顕彰を

3年に一度実施〈第 33回つくば市シルバ

ークラブ大会と共催〉 

4,311千円 

(2,954千円) 

(5) 会員募集事業 住民主体の理念に基づき、地域福祉の推進

と事業の自主性を高めるために、社協事業の

啓発や本会活動の周知を行い、会員の加入促

進を図る。ホームページからのオンライン決

済による協賛も引き続き実施する。 

ア 一般会費 

年額：500円（世帯） 

イ 特別会費 

【個人会員】年額： 3,000円以上 

【団体会員】年額：10,000円以上 

 1,014千円   

  (985千円) 

 その他 ア 実習生の受入れ 

社会福祉士等を目指す学生に、人材育

成の一環として実習の場を提供する。 

イ 他団体が主催する会議等への役職員の派

遣 

ウ 後援名義使用の許可 

0円  

(0円) 
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２ 地域福祉事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 地域福祉ふれあい

推進事業 

▽ 地域活動推進事業 

ア 小地域福祉活動の推進 

＜地域活動コーディネーターの配置＞ 

日常生活圏域（7圏域）に配置し、地

域の特性に合った取り組みを進める。 

➢ 地域見守りネットワーク事業（再掲） 

イ 地域交流推進事業 

(ｱ) 春まつりの開催（市民研修センター

共催） 

(ｲ) 茎崎ボランティア連絡会の開催（年

6回） 

(ｳ) 茎崎ボランティアふれあい交流会

の開催 

ウ 地域支えあいサポーターの活動 

エ 地域福祉アドバイザー 

 地域福祉事業全般にわたる指導や助

言を頂く。 

▽ ふれあいサロン事業 

高齢者や障害者、子育て世帯などが気軽

に参加し、地域住民と交流できる場として

のサロン活動支援及び運営経費の一部を

助成する。 

5,658千円 

(5,802千円) 

(2) つくちゃん地域支

えあい助成事業 

ア 地域支えあい活動立ち上げ事業 

地域のグループ等が、地域における支

えあい活動を新規に立ち上げる経費の一

部を助成する。 

イ 地域支えあい活動運営事業 

地域のグループ等が立ち上げた支えあ

い活動の運営経費の一部を助成する。 

ウ ミニふれあいサロン事業 

高齢者や障害者、子育て世帯などが気

軽に参加し、地域住民と交流できる場の

サロン活動の試験的開催について、経費

の一部を助成する。 

 762千円 

  (778千円) 



- 4 - 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(3) まつりつくば「ふれ

あい広場」の運営 

まつりつくばの部会である「ふれあい広場」

は、高齢者や障害者、子どもなどの福祉団体等

が参加し、日頃の活動紹介や制作物の販売、模

擬店を実施する。 

この他、イベントを実施する。 

2,045千円 

(1,572千円) 

(4) 日常生活自立支援

事業 

 茨城県社会福祉協議会受託事業 

認知症高齢者や知的障害・精神障害等で、判

断能力が不十分な方を対象に、専門員や生活

支援員により、利用者が自立した地域生活が

送れるよう支援する。 

ア 福祉サービスの利用手続きや日常生活の

金銭管理などの援助 

イ 通帳や証書などの書類等預かりサービス 

4,187千円 

(4,030千円) 

(5) あんしん生活支援

サービス事業 

お元気なうちに、認知症等のため判断能力

が低下して生活に支障が生じた場合に備え、

定期訪問や個別サービスを行う「見守り契約、

財産管理契約」、亡くなった後のご本人の希望

を実現する「死後事務委任契約」について、判

断能力が低下した時に支援する 「任意後見契

約」とパッケージで提供する。 

ア 見守り契約 （任意後見契約併用） 

法人後見専門員が本人と定期的に面談

や連絡を行い、本人の生活状況及び健康

状態を把握して、任意後見の開始時期を

判断する。 

イ 財産管理契約 

自分の財産の管理やその他生活上の事

務について、代理権を設定し、具体的な内

容等を決めて支援する。 

ウ 死後事務委任契約 

成年後見人等や任意後見人の職務は本

人の死亡により終了するため、事前に契

約し、本人が亡くなった後の諸手続き、埋

葬、家財の片付けなどの事務を行う。公正

証書遺言作成支援と希望により遺言執行

者になる。 

222千円 

(222千円) 
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３ 高齢福祉事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 老人福祉センター

とよさと管理運営 

社協独自の建物である「老人福祉センター

とよさと」は、高齢者からの各種相談に応じる

他、社協中央支所の拠点として、社協事業やシ

ルバークラブへの支援等を行う。 

第 18回とよさと子どもまつりの開催 

豊里地区を中心に地域の福祉団体や施

設等と協働で実施し､子ども達やその家

族が楽しめるイベントや模擬店を実施す

る。 

4,071千円 

(3,781千円) 

 

４ 障害福祉事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 障害者ふれあい推

進事業 

▽ みんなでＤｏ！スポーツ 

知的障害者を対象に簡単なスポーツ等

を実施し、心身のリフレッシュを図るとと

もに、家族の介助や精神的負担の軽減、学

生ボランティアとの交流を深める。 

273千円 

(272千円) 

 

５ 児童福祉事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 児童ふれあい推進

事業 

▽ おもちゃライブラリー 

子どもたちやその家族が、おもちゃを通

して自由に遊ぶこと、また子育て中の親同

士の情報交換の場や、ミニイベントや講習

会を通じて交流の機会を提供する。 

107千円 

(122千円) 
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６ ボランティアセンター管理運営事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) ボランティアセン

ター管理運営事業 

 つくば市受託事業（一部） 

ア ボランティアセンター管理運営事業 

ボランティアコーディネーターを配置

し、ボランティア登録受付及び活動に関

する相談と紹介を行う。 

ボランティアセンター運営委員会を年

3回開催し、適切な運営にあたる。 

イ ボランティア育成・支援・研修事業 

福祉体験教室、青少年ボランティア体

験講座、市民ボランティア育成講座、高齢

者・障害者のためのパソコン相談を開催

する。 

ウ ボランティアネットワーク支援事業 

ボランティア活動・普及支援活動並び

新規ボランティアの啓発、つくば市ボラ

ンティア連絡協議会の支援、「ボランティ

アフェスタ inつくば」の開催。 

エ ボランティア活動基盤整備事業 

ボランティア団体活動費の助成・ボラ

ンティア活動保険加入取扱事務・福祉機

材の貸出しを行う。 

オ ボランティアセンター広報事業 

ホームページやボランティアセンター

ＮＥＷＳ（年 3回発行）により最新情報を

迅速に、かつ多様な市民に情報提供を行

う。 

カ 災害ボランティアセンター関連事業 

災害が発生した時に備え、災害ボラン

ティア受入体制整備のため、「災害ボラン

ティアセンター」の設置・運営訓練を行

う。 

14,250千円 

(13,750千円) 
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７ 共同募金配分金事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 一般募金配分事業 つくば市社協が地域福祉を推進するために

実施する、様々な事業へ財源を充当し、募金を

広く市民に還元する。 

令和 5 年度の募金実績により、県共同募金

会から配分される。 

5,000千円 

(5,000千円) 

(2) 地域歳末たすけあ

い募金助成事業 

歳末時期に支援を必要とする世帯へ配分、

区会や自治会、団体が実施する地域住民を対

象とする見守り活動や交流活動へ公募助成を

する。また、年間を通して社協が実施する小地

域福祉活動、ボランティア活動の支援など地

域福祉推進のために配分活用する。 

10,876千円 

(12,765千円) 

 

８ 資金貸付事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 小口資金貸付事業 ア 小口資金貸付事業 

緊急に経済的な援護を必要とする生活困窮

世帯を対象に、次の収入までの「つなぎ資金」

として小口資金の貸付を行い、自立更生が図

れるように支援する。 

イ 生活困窮援助物資支給事業 

所持金や食料が不足している生活困窮者を

対象に、市民から寄付された食料品や、｢NPO法

人フードバンク茨城｣から提供を受けた支援

物資等を、生活困窮世帯へ支給する。 

2,223千円 

(2,686千円) 

(2) 生活福祉資金貸付

事業 

 茨城県社会福祉協議会受託事業 

他の貸付制度が利用できない低所得世帯や

高齢者世帯、障害者のいる世帯等を対象に、経

済的自立と生活の安定を目指すことを目的と

して、無利子又は低利で生活資金の貸付を行

う制度の相談・支援を行う。 

資金は総合支援資金の他、4種類の貸付金。

貸付決定機関は、茨城県社協となる。この他に

償還金滞納者への督促事務を行う。 

  72千円 

   (91千円) 
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事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

 

(3) 生活福祉資金特例

貸付借受人等フォ

ローアップ支援事

業 

 茨城県社会福祉協議会受託事業 

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ

た生活福祉資金貸付制度における緊急小口資

金等の特例貸付の借受人等で、償還免除の承

認を受けた方や償還が困難であるとの相談が

あった方など、特に支援が必要と考えられる

借受人に対するフォローアップ支援を実施す

ることで、その経済的自立及び生活意欲の助

長促進、また在宅福祉及び社会参加の促進を

図り、安定した生活を送れるよう支援を行う。 

17,313千円 

(17,281千円) 

 

９ 皆川重兵衛福祉基金活用事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 児童養護施設等・

里親家庭児童入学

祝金等支給事業 

児童養護施設・里親家庭に養育委託されて

いる入所時につくば市に住所を有していた児

童を対象として、義務教育修了後に高校・大

学・短期大学・専門学校等に進学する際、又は

卒業後就職を予定している児童に祝金の支給

を行い、児童の健全育成と社会的自立を支援

する。 

  200千円 

(1,100千円) 

(2) 地域見守りネット

ワーク事業 

 つくば市補助事業（一部） 

住み慣れた地域で誰もが安心して暮らし続

けられるように、地域住民による助けあい活

動や支えあい活動を推進し、地域住民が行政・

民間事業所及び福祉関係者と協力、連携しな

がら、見守りが必要な方に対し地域で見守る

ことのできる仕組みづくりを進める。 

ア 地域の「見守りチームづくり」事業 

地域の実情に合わせて、見守りチーム

の編成や調整を行う「ふれあい相談員」を

委嘱する。見守りが必要な対象者に対し

て、地域住民の協力者からなる「見守り支

援員」等により見守りチームを編成し、必

要に応じた声かけや安否確認などの見守

り活動が行われるような仕組みづくりを

行う。 

(ｱ) ふれあい相談員の委嘱、研修と情報交

換会を実施 

3,141千円 

(3,132千円) 
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事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(ｲ) 地区別ふれあい相談員懇談会の開催

（年4回） 

(ｳ) 見守り登録者の推進と見守りチーム

づくり 

(ｴ) 見守り登録者に対する「見守り支援

員」の定期訪問の実施 

(ｵ) 見守り必要度の高い登録者への計画

的な見守り訪問の実施 

(ｶ) 見守り対象者の課題の深刻化、体調の

変化等による専門機関との連携・支援 

イ 地域見守りネットワーク組織化事業 

(ｱ) 地域見守りネットワーク会議の開催 

(ｲ) 地域の実情に応じた単位（区会や自治

会、地域別）での情報交換会の開催 

(ｳ) 地域の絆フォーラムの開催 

ウ ＜新規＞顔見知りの輪拡大事業 

ブーブー人形（ラジオ体操）の貸し出し

により、地域内でラジオ体操を通じた交

流、見守りを行う。 

(3) 生活困窮世帯子ど

も支援事業 

市内に居住する経済的理由等により、生活

に困窮している世帯に属する児童を対象に、

就学や自立支援に必要な経費のうち、市の「就

学援助費」で対応しない経費に対し、1世帯に

つき10万円を上限に、支給する。主に、つく

ば市等で相談支援している事案を支援する。 

1,000千円 

(1,000千円) 

(4) 福祉機器機材整備

事業 

福祉機材（点字プリンター）は、令和5年度

にボランティアセンターに整備完了。 

0円 

（1,199千円） 

 

１０ 介護保険事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 居宅介護支援事業 在宅の要支援者や要介護者からの依頼を受

け、介護支援専門員(ケアマネジャー)がその

心身の状況や置かれている環境、本人や家族

の意向などを踏まえ、利用する介護サービス

(介護予防サービス)等の種類、内容などを定

めたサービス計画を作成し、その計画に基づ

いた適切なサービス提供がされるよう、事業

者や関係機関との連絡調整を行う。 

21,109千円 

(19,615千円) 
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事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

また、特定事業所加算算定事業所として、地

域包括支援センターと連携しながら、困難ケ

ース等の対応にあたる。 

ア 「つくばケアマネジャー連絡会」等の運

営協力 

イ 介護支援専門員の更新研修、外部研修の

参加 

ウ 介護支援専門員実務研修の実習生受入れ 

(2) 訪問介護事業 訪問介護員（ホームヘルパー）を派遣し、利

用者がその居宅において可能な限り自立し、

日常生活を営むことができるように、入浴や

排泄・食事等の介助、調理や洗濯、掃除等の生

活の援助を行う。 

なお、要支援認定利用者については、「介護

予防・日常生活支援総合事業（総合事業）」で

のサービス提供を行う。 

ア 訪問介護員内部研修の実施 

イ ヘルパー会議等の開催 

19,689千円 

(18,243千円) 

 

１１ 障害福祉サービス事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 障害者ホームヘル

プサービス事業 

訪問介護員(ホームヘルパー)を派遣し、利

用者がその居宅において可能な限り自立し、

日常生活を営むことができるように、入浴や

排泄・食事等の介助、調理や洗濯、掃除等の生

活の援助を行う。 

ア 訪問介護員内部研修の実施 

イ ヘルパー会議等の開催 

6,228千円 

(7,462千円) 

(2) 障害者相談支援事

業 

 つくば市受託事業 

地域の相談支援の拠点として、総合相談や各

種専門相談、地域移行・地域定着、相談支援体

制を整備する。また自立支援懇談会の運営協力

や各関係機関とのネットワーク作りを強化す

ることで、事業所間において多職種間の連携を

図る。 

ア つくば市障害者自立支援協議会運営支援 

イ 地域生活支援拠点整備に伴う業務 

(ア)緊急受け入れケースの調査協力 

8,326千円 

(17,623千円) 
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事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(イ)コーディネーターの業務協力 

(ウ)専門的人材の確保・養成 

(3) 障害者特定相談支

援事業 

障害（児）者及びその家族等からの相談に応

じ、福祉サービスの利用援助や各種社会資源

の活用支援、専門機関の紹介等を行うことで、

利用者の自立した生活を支援することを目的

とする。 

ア 福祉サービス利用援助に関する業務 

イ 社会資源を活用するための支援業務 

ウ 社会生活力を高めるための支援業務 

エ 権利擁護のために必要な援助業務 

オ 専門機関の紹介に関する業務 

カ その他障害者及び家族等への相談業務 

8,843千円 

   （0円） 

 

公益事業                          

１２ 受託事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 住民参加型福祉サ

ービス拡大事業 

高齢者、障害者、疾病等の事情により日常生

活に支援が必要な方に対し、住民の助けあい

により、家事援助などのサービスを提供する

ことで、在宅福祉の増進を図る。 

ア 協力会員派遣調整 

イ 協力会員研修会・情報交換会の開催 

2,598千円 

(2,492千円) 

(2) 福祉相談事業 市民の抱える様々な生活・福祉課題に対し

て、専門職等が相談に応じる。各相談は事前予

約制で、相談料は無料となる。 

ア 弁護士による法律相談（月3回） 

イ 司法書士による相談（月 1回） 

ウ 子育て子どもの悩み相談（月 2回） 

1,930千円 

(1,895千円) 

(3) 茨城県健康福祉祭

いばらきねんりん

スポーツ大会 

上部大会である「いばらきねんりんスポー

ツ大会」のつくば市代表の選考会を兼ねて、ゲ

ートボール・ペタンク・グラウンドゴルフ・輪

投げの 4 種目を愛好する高齢者の大会「つく

ば市大会」を開催する。また、県大会への選手

派遣を支援する。 

本年度、第36回全国健康福祉祭とっとり大

会出場1名（グラウンド・ゴルフ） 

1,672千円 

(1,857千円) 
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事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(4) 高齢者生きがい活

動支援事業 

ア 第 33回つくば市シルバークラブ大会 

シルバークラブ活動における情報交換

や活動活性化につながる講演及び活動功

労者への表彰を行う。〈第 14 回つくば市

社協会長顕彰式と共催〉 

イ シルバークラブの育成支援 

高齢者が住み慣れた地域で生きがいを

もって健やかに過ごすためのコミュニテ

ィであるシルバークラブの支援をする。 

(ｱ) つくば市シルバークラブ連合会の運

営・事業実施の支援 

(ｲ) 各地区シルバークラブ連合会の運営・

事業実施の支援 

(ｳ) 単位シルバークラブの育成・支援  

 

19,368千円 

(18,203千円) 

(5) つくば市高齢者い

きいきサロン事業 

概ね60歳以上の市民を対象に、仲間づくり

や生きがい活動を見つけてもらえるよう市内

4か所の会場で、歌や絵手紙、健康づくり等の

誰もが自由に参加できるサロンを開催する。

依頼に応じて地域への出前サロン（出前講座）

も開催する。 

➢ 老人福祉センターとよさと 

➢ 大穂交流センター 

➢ 市民研修センター 

➢ 茎崎農村高齢者交流センター 

5,720千円 

(5,490千円) 

(6) 要約筆記、音訳、点

訳奉仕員養成講座

事業 

ア パソコン要約筆記奉仕員養成講座 

聴覚障害者、とりわけ中途失聴・難聴者

の生活及び関連する福祉制度等について

の理解と認識を深めるとともに、要約筆

記を行う必要な知識・技術の習得を図る。 

イ 音訳奉仕員養成講座 

視覚に障害がある方に対しての理解並

びにサービス技術（音訳）を学び、地域で

のボランティア活動に従事する人材の養

成と、音訳を行うに必要な知識及び技術

の習得を図る。 

ウ 点訳奉仕員養成講座 

視覚に障害がある方に対しての理解並

びに点訳技術を学び、地域でのボランテ

ィア活動に従事する人材の養成ととも

2,186千円 

(2,132千円) 
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事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

に、点訳を行うに必要な知識及び技術の

習得を図る。 

(7) 手話奉仕員養成講

座事業 

聴覚障害者の生活及び関連する福祉制度に

ついての理解と認識を深めるとともに、手話

で日常会話を行う技術の習得を図る。 

1,760千円 

(1,936千円) 

(8) つくば市議会だよ

り朗読版作成・送付

事業 

市内の視覚障害者への情報保障として、市

政情報や身近な生活情報を発信する「市議会

だより」の朗読版を、ボランティアの協力によ

り作成、視覚障害者の希望者に送付する。 

179千円 

(173千円) 

(9) 広報つくば朗読版

作成・送付事業 

市内の視覚障害者への情報保障として、市

政情報や身近な生活情報を発信する「広報つ

くば」の朗読版を、ボランティアの協力により

作成、視覚障害者の希望者に送付する。 

 

464千円 

(449千円) 

(10) かわら版朗読版作

成事業 

市内の視覚障害者の社会参加を図るため、

市民の皆さんの疑問に市長が答える身近な情

報を発信する「かわら版」の音訳版をボランテ

ィアの協力により作成、視覚障害者の希望者

に送付する。 

366千円 

(350千円) 

(11) チャレンジアート

フェスティバル事

業 

第24回チャレンジアートフェスティバルinつくば 

障害者が制作した絵画や造形物等の作品展

示及びダンスや太鼓演奏・演劇などの舞台発

表を障害のある方から、すべての人に向けて

発信するイベントを開催する。 

3,161千円 

(3,029千円) 

(12) つくば子育てサポ

ートサービス事業 

地域において子育ての支援を受けたい方と

行いたい方が会員になり、乳幼児・児童の保育

や送迎、産後の家事援助等、子育てアドバイザ

ーを配置して調整を行い、会員相互の助けあ

い活動を推進する。 

ア 会員登録受付 

イ サポート調整業務 

ウ 基礎研修やフォローアップ研修会の開催 

10,062千円 

(9,409千円) 

(13) つくば市介護支援

ボランティア制度

事業 

げんき応援ポイント（介護支援ボランティ

ア制度）市内に住所を有する 65歳以上の方を

対象に、介護支援ボランティア活動を通じて

地域貢献することを奨励し、高齢者自身の社

会参加活動を通した介護予防を推進する。活

動を行ったボランティアには、翌年活動実績

に応じて交付金が付与される（上限1万円）。 

ア ボランティア登録受付・手帳交付 

1,797千円 

(1,717千円) 
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事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

イ 研修・交流会の開催 

ウ 交付申請の案内・受付 

(14) 茎崎地域包括支援

センター事業 

市から 3期目（令和 5年 4月～令和 8年 3

月：3年間）の委託を受け、地域住民の心身の

健康の保持及び生活の安定のために、必要な

援助を行う。その人らしい生活が継続できる

よう様々な社会資源を活用し、必要に応じ包

括的・継続的な支援を行う。 

ア 総合相談・権利擁護 

イ 介護予防ケアマネジメント 

ウ 包括的・継続的ケアマネジメント支援 

エ 茎崎圏域ケア会議の開催 

40,804千円 

(41,736千円) 

(15) つくばこどもの青

い羽根学習会 

市内の生活困窮世帯等の児童・生徒を対象

に、ボランティアの協力を得ながら週 2 回学

習支援教室を開催する。学習の支援だけでな

く、安心できる居場所の提供により、日常生活

習慣や社会性を育むための支援を行い、将来

への関心や自己肯定感等の向上も目的として

開催する。 

3,996千円 

(3,706千円) 

(16) つくば市成年後見

制度推進事業 

認知症、知的障害、精神障害などにより判断

能力が十分でない方が、自分らしく安心して

暮らせるように、権利や財産を守り、ご本人の

意思を尊重した生活ができるよう支援するた

めの制度である「成年後見制度」について、つ

くば成年後見センターを設置運営し、成年後

見制度利用促進の地域連携ネットワークを構

築し、中核機関として活動する。 

また、本会が成年後見人等を積極的に受任

することで、本人の暮らし方が地域課題化し

ないよう予防に努める。 

【中核機関業務】 

成年後見制度の相談・利用支援、周知・啓発、

担い手育成、後見人等支援業務 

【法人後見業務】 

成年後見人等受任業務 

20,413千円 

(14,261千円) 

(17) つくば市地域支援

事業 

生活支援体制整備事業第 2 層協議体生活支

援コーディネーター業務 

日常生活圏域（7圏域）ごとに「生活支援コ

30,045千円 

(28,878千円) 
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事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

ーディネーター」を配置し、日常生活において

支援が必要な高齢者等が、住み慣れた地域で

生きがいをもって暮らし続けられるよう、住

民が主体となって取り組む助けあい・支えあ

い活動を推進する。Instagram（インスタグラ

ム）による広報の実施。 

ア テーマ別情報交換会の開催 

イ 圏域別交流・勉強会の開催 

(18) つくば市生活困窮

者自立相談支援事

業 

ア 自立相談支援事業 

生活困窮者やその世帯から相談を受

け、どのような支援が必要か、具体的なプ

ランを作成し自立に向けて支援します。 

イ 住居確保給付金 

住居を失うおそれが高く、収入が基準

以下の方に対して有期で家賃相当額を支

給する、住居確保給付金の受付を行う。 

ウ 被保護者就労支援事業 

就労の準備が一定程度整っている方に

対し、ハローワークと連携した支援を行

う。 

エ 就労準備支援・被保護者就労準備支援事業 

就労に向けた準備が必要な方に対し、

一般就労に向けた日常生活・社会自立・就

労自立に向けた支援を行う。対象者の居

場所づくりを目的とした「さぽカフェ」を

月 1回開催する。 

オ 家計改善支援・被保護者家計改善支援事業 

家計から生活再建を考える世帯に対

し、家計の見える化をするなど家計の状

況を把握することや利用者の家計管理の

意欲を高めるための支援を行う。 

カ 一時生活支援事業 

茨城県が実施する、住居喪失者等へ一

定期間衣食住等を提供する事業の対象者

への相談支援 

キ 支援会議の運営協力 

38,218千円 

(36,743千円) 

(19) つくば市福祉支援

センターやたべ地

域活動支援センタ

ーII型事業 

地域において雇用・就労が困難な在宅障害

者（知的障害・身体障害・精神障害）を対象に、

創作的活動又は生産活動の機会の提供及び社

会との交流促進等のサービスを実施する。 

32,937千円 

(32,850千円) 
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事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

【受託期間】令和 5～7年度末までの3年間 

【場  所】福祉支援センターやたべ（つくば

市台町） 

【開所時間】月～金曜日（土日・祝日、年末年

始を除く）9：00～17:00 

 

収益事業                          
 

１３ 指定管理者事業 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) つくば市市民研修

センター管理・運営 

指定管理者として 5期目（令和 5年 4月～

令和 10年 3月：5年間）の指定を受け、市民

の生涯学習の施設として、子どもから高齢者

における学習機会を提供すると共に、サーク

ル活動等の場として利用者の交流や生きがい

活動を支援する。 

ア 管理運営 

運営委員会の開催（年2回） 

イ 研修室の貸出し 

研修室4か所（6室）を、「午前」「午後」

「夜間」の単位で、市民や団体、企業へ貸

出しを行う。 

ウ 講座の開講 

健康増進のための講座・趣味活動を提

案する講座・子育て中の母親を支援する

講座・高齢者の社会参加を支援する講座・

地域文化伝承講座を開催する。 

エ イベントの開催 

(ｱ) 地域住民の交流イベント「春まつり」

を開催 

(ｲ) 夏休み子どもイベントの開催 

(ｳ) 利用団体合同発表会の開催 

(ｴ) 研修センター講習会 

オ 浴室の営業 

浴室を午後 1 時から午後 8 時まで営業

する。 

カ 災害対応訓練・避難訓練の実施 

32,680千円 

(32,539千円) 
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その他                           
 

１４ その他 

事業名 事業内容 
予算額 

(前年度) 

(1) 車いす貸出し事業 介護保険制度を利用できない高齢者、障害

者等で、けがや病気等により、一時的に車いす

を必要とする方に対し、期間を設定して貸出

しを行う。 

0円  

(0円) 

 

 

 

 


